
 ｐｏｐＬＡソフトウエアをサポートするソフトウエア 

 

 極点図をＬａｂｏＴｅｘのシュミレーション機能で作成し、 

 極点図｛１１１｝，｛２００｝，｛２２０｝極点図をＥｘｐｏｒｔし、 

 ＰＦｔｏＯＤＦ２ｐｏｐＬＡソフトウエアで極点図を０－＞７５度の制限を付けて 

 ｐｏｐＬＡ用 ＲＡＷ，ＤＦＢファイルを作成し、 

 ｐｏｐＬＡのＷＩＭＶ法でＯＤＦ解析し、 

 Ｂｕｎｇｅ ｐｈｉ１断面を表示して 

 元のＬａｂｏＴｅｘと同じ結晶方位図が確認出来る。 

 

 

 

 

                                  

 

 

   

  

 

 

                                   

                                   

                                   

 

    

 

                                

 

問合せ先 Helpertex@yahoo.co.jp 

ＬａｂｏＴｅｘでテスト用極点図作成 

ＰＦｔｏＯＤＦ２ｐｏｐＬＡでＲＡＷ，ＤＦＢファイル作成 

ＲＡＷ極点図ファイルイをｐｏｐＬＡＤａｔａｔｏＴＸＴ２で確認 

ＤＯＳ画面からｐｏｐＬＡを立ち上げる 

ＷＩＭＶ法で解析 

ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでＯＤＦ図の確認 

ＰＦｔｏＯＤＦ２ｐｏｐＬＡで再計算極点図の確認 



ｃｕｂｅ，ｇｏｓｓ，ｃｏｐｐｅｒ ２０％ 

 

 

 



ｐｈｉ１断面 

 

ｐｈｉ２断面 

 

｛１１１｝、｛２００｝、｛２２０｝とＯＤＦをＥｘｐｏｒｔ 



 

ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアで確認する。 

 

File ->FileSelect ->LaboTex で ODF_cgc20%.txt を選択 

 

Phi1 断面 

  

 



Phi2 断面 

  

Roe Phi1 断面 

  

 が確認出来る。 

 

 

 

 



極点図｛１１１｝，｛２００｝，｛２２０｝をｐｏｐＬＡで処理を行い、ＯＤＦ図を表示させる。 

そのために TPF ファイルからＴＸＴ２に変換する。 

ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅソフトウエアでフォーマット変換を行う。 

 

File -> LaboTex(TPF)モードを使う。 

 

 

同じように他の極点図も変換する。 

 

 



ＴＸＴ２ファイルの確認は 

ＧＰＰｏｌｅＤｉｓｐｌａｙソフトウエアで確認出来る。 

 

 

同じように｛２００｝、｛２２０｝の表示を行う。 

 

 

 

 



広角極点データは通常０－＞７５度の測定 

ｐｏｐＬＡの入力データを作成する。 

ＰＦｔｏＯＤＦ２ｐｏｐＬＡソフトウエアで極点図を０－＞７５度としてｐｏｐＬＡファイルを作成する。 

 

 



が表示される。 

 

ｐｏｐＬＡ向けＲＡＷファイル、ＤＦＢファイルが作成される。 

ＲＡＷデータの確認は popLADatatoTXT2 ソフトウエアで表示出来る。 

 

 

 

極点図の外側が欠けていることが確認出来る。 

ｐｏｐＬＡは C:¥X にインストールされているので、作成したＲＡＷ，ＤＦＢファイルを c:¥X に 

コピーする。 

 

 

 

 



ｄｏｓ画面を立ち上げ、ｃｄc:¥x   tmpdos を入力 

 

ｎｅｗｐｏｐｌａ ファイル名（今回はｐｏｐｌａ）で起動 

 

ｎｅｗｐｏｐｌａは煩いコメントを表示させないようにしたｂａｔファイル 

ｐｏｐｌａはＲＡＷファイル名の指定 

 

２．でＥＰＦファイルを作成する。 

３．で作成 

 

１．に戻る。 

 

 



 

２．ＷＩＭＶ法を選択 

２．ｃｕｂｉｃ 

 

 

 

Ｂｕｎｇｅ表示 

ｐｏｐｌａ．ＷＰＦとｐｏｐｌａ．ＳＯＤファイルが作成された。 

ＯＤＦの確認は 

 

 



ＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアで 

ＷＩＭＶ法 

 

ＬａｂｏＴｅｘのＢｕｎｇｅ ｐｈｉ１断面と同じになった。 

 



ＨＡＲＭＯＮＩＣ法 

 

ＨＡＲＭＯＮＩＣ法のＯＤＦ ＭａｘはＬａｂｏＴｅｘやＷＩＭＶ法に比べ方位密度が低下する。 

 

 



Ｂｕｎｇｅの phi2 断面表示 

 

 

 

 

 

 

 



再計算極点図の確認は 

ｐｏｐＬＡＤａｔａｔｏＴＸＴ２ソフトウエアで確認出来る。 

 

 

 


